
 

 

 

 

下記フローで「寄附に該当する」となった学生は、採択された助成金

等を大学（指導教員等）で管理する必要がありますので、以下の点に注

意し、必要な手続きを行って下さい。 
 

１. 申請前に必ず指導教員の了承を得ること。 

２. 申請書と公募要領の写しを、指導教員を通じて、研究協力課寄附金

担当へ提出すること。 

３. 採択・不採択に関わらず、指導教員を通じて、研究協力課寄附金担

当へ連絡すること。 

４. 採択された場合は、指導教員を通じて、研究協力課寄附金担当へ寄

附の申込みをすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【この件に関する問い合わせ先】 

学術研究協力部 研究協力課 寄附金担当 

E-mail： kyoryoku@mail.admin.saga-u.ac.jp 

電話： ０９５２－２８－８７２２ 

 

寄附に該当しない 寄附に該当する 

～助成金等を申請する際の注意事項～ 

＜本学に雇用されている学生（ＴＡ・ＲＡ等）が対象＞ 
 

ＴＡ・ＲＡ等の教育研究活動であり、

大学の施設や設備を利用する 

ＹＥＳ ＮＯ 

本学に雇用されている 

（ＴＡ・ＲＡ等） 

ＮＯ ＹＥＳ 



一般財団法人丸文財団

研究業績表膨

表彰

1.趣旨

一般財団法人丸文財団

研究業績表彰候補者推薦要領
第 18回（2014年度）

2014年7月

日本国内の大学または公的研究所等の研究機関において、科学技術の進歩並びに次世代の産業創出

に貢献が期待される研究で、顕著な業績を挙げつつある研究者を奨励表彰するものです。独創的な研究に

意欲的に取り組み、将来的に研究交流にも寄与することが期待される国内外の研究者の推薦を歓迎します。

2.対象技術分野

原則として以下のエレクトロエクス関連分野を表彰対象とします。

①集積デノ〈イス技術・LSIシステム

②光エレクトロニクス

③先端デバイスおよび材料

④エネノレギー・環境エレクトロニクス

⑤バイオ・医用エレクトロニクス

3.表彰候補者資格

主主＇？：.＿（］）対象技節分野に従事する研究者（国籍は問わない｝で、以下の条件を満たす方

1) 2015年3月31日現在で、原則として40才以下であること

（ただし、特別な理由がある場合は45才以下でも可）

2）原則として、以下のいずれかに該当する研究成果を挙げていること

①学術上の優れた発見をなし、科学・産業技術分野に貢献することが期待される研究

②技術上の顕著な発明をなし、科学・産業技術分野に寄与することが期待される研究

＠技術上の重要な問題解決をなし、科学・産業技術の進歩に貢献することが期待される研究

4.表彰内容

1）表彰総額： 700万円以内

2）表彰件数： 3件

①丸文学術賞....・ H ・－… 1件

②丸文研究奨励賞－………・ 2件

5.推薦 手続

(1）推鵬者：原則として、以下のような候補者の属する機関の長、またはこれに準ずる方

① 本主iιおいては、学科長、掌部長または研究所長等（直接の指導教官でも可）
②公的研究機関等においては、研究機関の長または研究部長等

｛貧ー1/2)

※表彰については大学への申請書等の複写提出は不要です。
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研究業績表彰

(2）推薦件数：

進麗主1金広三あ白推麗数民1.fヰ
（ただし、前年度の候補者（備考②）がある場合は、計2件を限度とします。）

(3）推薦方法：

「研究業績表彰候補者推薦書jを事務局あてに提出

6.推薦依頼期間

2014年 7月 1日（火） ：受付開始

2014年 10月31日（金）：締切（必着）

7.選考方法

本年度（備考①）および前年度の候補者（備考②）を対象とし、選考委員会で選考し理事会で決定します。

選考委員長：榊 裕之（豊田工業大学学長）

副委員長：堀越佳治（早稲田大学教授）

選考委員：浅田邦博（東京大学教授）

選考委員：荒川泰彦（東京大学生産技術研究所教授）

選考委員：石原 宏（東京工業大学名誉謝野

選考委員：平本俊郎（東京大学生産技術研究所教授）

選考委員：森 勇介（大阪大学大学院工学研究科教授）
備考：
①本年度の候補者について
本年度受賞者に選考されなかった場合、次の年度に限り再度選考対象候補者とします。

②前年度の推薦候補者（受賞者を除く）について
追加すべき顕著な業績、その他変更および異動等があれば、選考の資料としますので、その旨を前年度の
推薦書（写）に加筆修正し、当財団あてに送付して下さい。
研究内容やその他大きな変更のある場合は、今年度の新規候補者として推薦しても結構です。ただし、同一
候補者が2年続けて新規推薦を受けた場合は、原則として次の年度は選考対象としません。

8.結果の通知及び贈呈式

①結果の通知： 2015年 1月末まで（推薦者および本人あて）

②贈呈式 : 2015年 3月（賞金および記念品の贈呈）

9.研究報告

受賞者には、贈呈式で研究業績の発表をしていただきます。

10.推薦書等の送付先および連絡先

東京都中央区日本橋大伝馬町8番 l号丸文ダイヤピル8階（干103-0011)

一般財団法人丸文財団

専務理事・事務局長丸川章

電話： 03-3661-1881

F A X : 03-3808-2959 

URL : http:/ /www.marubun-zaidan.jp/ 

（賞－2/2)

※推薦書様式等は、丸文財団ホームページからダウンロードしてください。



一般財団法人丸文財団

交流研究助成

助成

1.趣旨

一般財団法人丸文財団

交流研究助成候補者推薦要領
第 18回（2014年度）

2014年7月

日本国内の大学または公的研究所等の研究機関（以下、「当該研究機関Jという）に海外から日本に

来て研究している外国人及び日本から海外へ行く日本人研究者の交流研究、または共同研究等に参加

する若手研究者の研究費等を支援助成するものです。

2.対象技術分野

原則として以下のエレクトロニクス関連分野を助成対象とします。

①集積デバイス技術・LSIシステム

②光エレクトロニクス

③先端デバイスおよび材料

④エネルギー・環境エレクトロニクス

⑤バイオ・医用エレクトロニクス

3.助成候補者資格

よ孟2の対象技術分眠ι後事Tる亙究者および大学院生（博士課程後期）で、以下の条件を満たす方
1）担立±￥3月31日現在で、35才以下の方
（ただし、特別な理由がある場合は40才以下でも可）

2）助成期間中（2015年4月 1日から2016年3月31日まで）に、次のいずれかに該当し、本交流研究

助成の必要度が高く、助成により研究進展が期待できる方

(A）当該研究機関が、交流研究および国際共同研究等で、海外から受入れる外国人研究者および

大学院生で、以下の条件を満たす方

①国際共同研究等で受入れる場合は、助成期間内に同一研究者が同一研究目的で、連続ま

たは累計で、受入期間が3ヶ月以上であり、受入元責任者の推薦を受けることが可能な方

②日本圏内の大学院博士課程後期に在籍している方

（ただし、特別な理由がある場合は、大学院前期課程に在籍し博士課程後期進学予定の方も可）

③同一研究が複数年に跨る場合は、次年度も引き続き交流研究助成を申請できる。その場合は

初年度の研究成果により次年度の助成を決定する。

＠過去に当財団より交流研究助成を受けた研究者も資格条件を満たせば再度申請ができる。

(B）当該研究機関が、交流研究または共同研究等の目的で、海外の他の研究機関等へ派遣する日

本人研究者および大学院生（博土課程後期）で、以下の条件を満たす方

①共同研究等で、圏外の研究機関等に派遣する場合は、助成期間内に同一研究者が同一

研究目的で連続または累計で、派遣期間が3ヶ月以上であり、受入先責任者の同意があり、
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交涜研究助成

派遣元責任者の推薦を受けることが可能な方

②海外の大学院博士課程に学位取得等の目的で派遣する場合で、受入先大学院の同意が

あり、派遣元責任者の推薦を受けることが可能な方

③同一研究が複数年に跨る場合は、次年度も引き続き交流研究助成を申請できる。その場合は

初年度の研究成果により次年度の助成を決定する。

④過去に当財団より交流研究助成を受けた研究者も資絡条件を満たせば再度申請ができる。

《海外研究特別奨励》

助成候補者が年齢30歳以下で、当該派遣が研究者としての将来に特に重要であると判

断できる場合は、《海外研究特別奨励》の上乗せ申請が可能です。

4.助成内容

1）助成金総額： 1,800万円

2）採択件数：約 15件程度（1件につき上限 150万円）

※海外へ派遣される日本人研究者の場合は、《海外研究特別奨励》の上乗せ

助成により、助成金総額は最高 300万円になります。

3）助成期間：原則として2015年4月 1日から1年間（多少の期間変更は可）

5.推薦手続

(1）推薦者：

1）大学においては、学科長、主任教授等（直接の指導教官でも可）

2）公的研究機関においては、研究室長ま？とは事究部長等

(2）推薦件数：

推薦者1名につき、推薦数は l件

(3）推薦方法：

以下の書類を事務局あてに提出

(A）研究者等の招へい：様式－A「研究交流助成候補者推薦書海外からの招へいJ

f研究交流助成申請書J（候補者本人記載）

(B）研究者等の派遣： 様式一B f研究交流助成候補者推薦書海外への派遣J

「研究交流助成申請書J（候補者本人記載）

6.推薦依頼時期

2014年 7月 l日（火） ：受付開始

2014年 10月 31日（金） ：締切（必着）
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交流研究助成

7.選考方法

助成受給者は書類審査の後12月初旬に開催される当財団の選考委員会で選考じ、理事会で決定

します。

選考委員長：榊 裕之（豊田工業大学学長）

副委員長：堀越佳治（早稲田大学教授）

選考委員：浅田邦博（東京大学教授）

選考委員：荒川泰彦（東京大学生産技術研究所教授）

選考委員：石原 宏 （東京工業大学名誉教授）

選考委員：平本俊郎（東京大学生産技術研究所教授）

選考委員：森 勇介（大阪大学大学院工学研究科教授）

8. 結果の通知および助成金交付等

(1）結果の通知： 2015年 1月末まで（推薦者および本人あて）

(2）助成金の交付： 2015年 3月末まで

(3）贈呈式： 2015年 3月

9.成果報告

助成受給者は助成期間終了後すみやかに所定の成果報告書を提出しで頂きます。

10.推薦書等の送付先および連絡先

東京都中央区日本橋大伝馬町8番 1号丸文ダイヤピル8階（〒103-0011)

一般財団法人丸文財団

専務理事・事務局長丸川章

電話： 03-3661~1881

F A X : 03-3808-2959 

URL : http://www.marubun-zaidan.jp/ 

※推薦書様式等は、丸文財団ホームページからダウンロードしてください。
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国際交流

1.趣旨

2014年1月

一般財団法人丸文財団

国際交流助成候補者推薦要領
第18回（2014年度）

産業技術分野ならびにその関連分野における、国内外の若手研究者の研究交流活動を支援助成することを目的とし、

国内および国外で実施される国際シンポジウム、国際会議および国際共同研究等への参加費（登鰯斗）、海外旅費

等を助除するものです。

2.対象技術分野

本年度は、原則として以下の樹1扮野を助成対象とします。

①集積デバイス紛！？・LSIシステム

② 光エレクトロニクス

③先端デ、パイスおよび材料

④エネルギー・環境エレクトロニクス

⑤バイオ・医用エレクトロニクス

3.助成候補者資格

上記2の対象技術分野に従事する研究者・大朝涜生（国籍不問）で、応募に際して所属長の推薦が得られ、以下の条

件を満たす方。

1）組込年込A斗ii調高芯品歳以：：正r!2.友
（ただし、特別な推薦理由がある場合は40歳以下でも可）

2）次のいずれかに該当し、本助成により、顕著な研究交流成果を期待できる方

①国外で実施される国際研究交流学会等に参加する国内の大学または公的研究機関等に在籍する研究者で、

原則として、国際研究学会等において研究論文を発表する方（研究者等の羽雨量。

②圏内で実施される国際収肝究学会等に参加する、国外の大学または公的研究機関等に在籍する研究者等で、国

際研究学会等において研究論文を発表する方（研究者等の招へい）

4.助成内容

1. 助成総額： 600万円（1件につき上限20万円）

2. 採択件数：約35件

3. 対象期間：原則として、 l年を4期に分けて、第l期分は4月から6月の溺抗予定分、第2期分は7月から

9月の樹元予定分、第3期分は 10月から 12月の湖充予定分＼第4期分は1月から3月の測充予

定分とする（下記参照）

（国一1/3)
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4. 公募期間：通期。ただし、対象期間に応じて応募締切を設定（下言己参照）

・募集対象期間および応募締切

2014年度 募集対象期間（国際会議参加時期）

第l期 2014年4月1日～6月30日

第2期 2014年7月1日～9月30日

第3期 2014年10月1日～12月31日

第4期 2015年1月1日～3月31日

5.応募方法

推薦者による応募（助成候補者自身による応募は認めなし、）

推薦手続等は以下の方法

1）応募条件

すでに当該国際会議へ投稿応募済みであること

国際会議参加（湖ou時期が募集対象期間であること
2）推薦書

以下の書類を事務局あてに提出

応募絹期

2月1日

5月1日

8月1日

11月1日

①研究者等の派遣：様式】A 「国際交流助成候補樹街薦書国際共同研究・国際研究集会ハ新宿宣」

②研究者等の招へし1：様式】B 「国際交流助成候補樹監薦書国際研努議会・国際共同研究に招へいJ

3）推薦者

①研究者等の派遣：大学においては、主任教授、学科長または指導教授等、公的研矧幾関においては、研究

室長または研究部長等の派遣元責任者

②研究者等の招へい：招へい研究者等の受入れ責任者で、上記①の推薦者に準ずる方または国際研究集会等

の実施責任者

4~ 推薦件数

盤整型ゑ思議点薦議体昨
5）推薦締切

4期に分けて募集対象期間を設け、それぞれに応募締切を設定

（上記の募集対象期間および応募締切を参照）

発表論文の樹応亘知を添付のこと。未着の場合は、後日必ず送付のこと

6.選考方法

選考委員会で選考し、理事長が決定します。

選考委員長：榊 裕之（豊田工業大学学長）

専任選考委員：堀越佳治（早稲田大学教授）

（国一2/3)
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7.結果の通知及び助成金交付

①結果の通知：出発日の約1ヶ月前まで（推薦者および、本人あて〉

②助成金交付： F溜寺

8.成果報告

国際研究学会等への参加後、速やかに所定の成果親告書を提出。

9.推薦書等の送付先および連絡先

東京都中央区日本橋大伝馬町8番l号丸文ダイヤピル8階（干103-0011)

一般財団法人丸文財団

専務理事・事務局長丸川章

電話： 03-3661-1881

FAX : 03-3808-2959 

URL : http://www.marubun-zaidan.jp/ 

（国一3/3)

※推薦書様式等は、丸文財団ホームページからダウンロードしてください。




